


チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場：2026年の概況（B2B包装バイヤー向け）

Details

結論： チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場は、約US$2.77十億（2025年）と推定されており、US$5.63十億（2035年まで）に達する見通し
で、CAGRは7.35%です。主な要因は、州ごとのカンナビス・エディブル規則、連邦の16 CFR §1700.15/§1700.20に定める有効性のしきい値、そして硬質容器
から再封可能なフレキシブルパウチへの移行です。購入担当者は、フィルム名や「認証済み」といった表示ではなく、試験済みのバッグとクロージャーの構成を基準に予算を組むべきです。

2026年十月更新 · 包装バイヤー、ブランドオーナー、コンプライアンス責任者向けの市場概況

エディブル、グミ、ニュートラシューティカル、その他の規制対象製品の包装予算を立てようとすると、チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場は把握しづらいものです。
予測は食い違い、サプライヤーのページでは試験のしきい値の説明もまちまちで、規則も州ごとに異なります。多くのバイヤーが同じ問題に直面しています。来年の包装ラインについて根拠
のある数字が必要なのに、公開情報には規制、マーケティング、市場調査が混在しているのです。

判断を誤った場合のコストは大きくなります。あるサイズで試験したパウチも、アートワーク、フィルム、ジッパーのいずれかが変わると、コンプライアンスの根拠を失うことがあります。
規制当局が誤解を招くと判断した包装表示は、すでにワシントン州とコロラド州で製品回収につながっています。袋を開けられない大人はハサミに頼りがちで、その結果、袋が本来果たすは
ずの保護機能が失われます。

本概況では、検証可能な規制内容とベンダーの簡略化した言い回しを切り分けます。需要を実際に動かしている要因を整理したうえで、それらのシグナルを調達・予算計画に落とし込む方法
を示します。以下の規制数値はすべて、一次資料へのリンク付きです。
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チャイルドレジスタントの再封可能エディブル用バッグとは？
チャイルドレジスタントの再封可能エディブル用バッグとは、摂取する製品を入れるフレキシブルパウチで、幼い子どもには開けるのが著しく難しい仕組みで閉じられるものを指します。た
だし、大人は開けて再び閉じられなければなりません。米国では、性能の定義は毒物防止包装法（PPPA）とその規則に由来します。具体的には、 16 CFR §1700.15[1]に基
づき、特別包装は、実演なしで少なくとも85%のチャイルドレジスタント有効性、実演後で80%に達する必要があります。さらに、高齢者の使用有効性も少なくとも90%に達する
必要があります。

市場データを読むうえで押さえておきたい点が二つあります。第一に、バリアフィルムとチャイルドレジスタント性は別々の機能です。箔層やメタライズ層が、酸素、水分、光、においを制
御します。チャイルドレジスタント性を担うのは、つまんでスライドさせる方式や、押しながら引く方式などの二動作式クロージャーです。第二に、「再封可能」は利便性であると同時に、
規制上の特性でもあります。州によっては、エディブル用包装に対し、最初に開封するまでだけでなく、製品の使用期間を通じてチャイルドレジスタント性を保つことを求めています。平型
ジッパーパウチがこれを機構面でどう実現するかについては、次の当社ページをご覧ください： 平型ジッパー形式のカスタム・チャイルドレジスタントMylarバッグ.

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700/section-1700.15
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-child-resistant-mylar-pouches.html


チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場の規模と、その成長要因
このセグメントについて、公表されている推計のうち最も対象範囲が絞られているのは、 Spherical Insights[2]によるものです。同社は、チャイルドレジスタント再封可能エディ
ブル用バッグの市場規模をUS$2.77十億（2025年）と評価し、US$5.63十億（2035年まで）へ拡大すると予測しています。CAGRは7.35%（予測期
間：2026–2035年）です。同社が挙げる用途は、カンナビス・エディブル、栄養補助食品、医薬品に及びます。

より広いカンナビス包装のデータからは、どこでフレキシブル形態が伸びているかが見えてきます。 Mordor Intelligence[3] は、カンナビス包装の市場規模をUS$1.99
十億（2025年）、US$2.29十億（2026年）、US$4.65十億（2031年まで）と見積もっており、CAGRは15.22%です。硬質包装は67.15%のシェア
を占めていました（2025年）。一方、フレキシブル包装は予測成長率が最も高く、CAGRは17.05%（2031年まで）です。同レポートは、チャイルドレジスタント要件と改
ざん防止要件が市場のCAGRを約2.9パーセントポイント押し上げると推定しています。

単一の予測は慎重に扱ってください。公表されている別のカンナビス包装予測の中には、Mordorよりも数倍急なCAGRを示すものが少なくとも一つあり、各推計は一桁の範囲内にさ
え収まっていません。予算策定では、金額の絶対値ではなく、変化の方向を使ってください。いずれの予測も、チャイルドレジスタントのフレキシブル形態が硬質形態より速く成長し、規制
が一時的ではなく構造的な需要要因として働いていることを示しています。

参照した資料からは、四つの需要要因が読み取れます。

エディブル固有の州規則。 これらの規則は製品の使用期間を通じたチャイルドレジスタント性を求めており、使い切りのヒートシールパックよりも再封可能な形態に直接有利に働
きます。
事前包装の義務化。 これにより、バッグの需要は、ディスペンサリー（販売店舗）のカウンターから生産者へと川上に移ります。直近で最も分かりやすい例がオクラホマ州です
（後述）。
キャンディのようなフレキシブル包装への連邦の注目。 一例として、 2025 FDA年九月のFDA声明[4]の中で、同庁は、約72%（2022年四月〜2025年三月
に米国の中毒センターへ報告されたニコチンパウチ曝露事例）が5歳未満の子どもに関するものだったと報告し、メーカーにチャイルドレジスタント包装の採用を促しました。
カンナビス以外の分野。 サプリメント、家庭用化学品、ニコチン製品はPPPAまたはEPAの規則の対象となるため、購入層は免許を持つカンナビス事業者にとどまりません。

https://www.sphericalinsights.com/blogs/top-10-child-resistant-re-closable-edible-bags-market-companies-advancing-safe-compliant-and-sustainable-packaging
https://www.mordorintelligence.com/industry-reports/cannabis-packaging-market
https://content.govdelivery.com/accounts/USFDA/bulletins/3f0a75c


規制の圧力：連邦・州の規則が実際に求めていること

連邦の基準：有効性のしきい値であり、製品の承認ではない

試験方法は 16 CFR §1700.20[5]に定められています。逐次方式の子どもパネルを使い、50人（月齢42–51か月）の子どもから始めて、最大200人まで拡大できます。
パネルは、実演なしで5分、続いて実演後にさらに5分実施します。包装を開けた子ども、または内容物に到達した子どもは、不合格として数えられます。これとは別に、高齢者パネルで、
大人が包装を開け、再び閉じられることを確認します。

個々のバッグを承認する連邦機関はありません。 CPSC特別包装ガイド[6] は、CPSCが「特定の特別包装、包装メーカー、試験機関、包装コンサルタント、あるいはそれらのサービ
スを承認、認証、推奨することはない」と明記しています。同ガイドは、この要件を、規制対象物質に直接触れる一次包装に適用するとしています。外装カートンやエグジットバッグでは、
適合した内側のパウチの代わりにはなりません。コンプライアンスの責任は、包装への充填を行う企業にあります。

ASTM D3475：分類であり、認証ではない

「チャイルドプルーフ ASTM バッグ」と検索するバイヤーは、たいていバッグが試験に合格した証明を求めています。しかし、ASTM D3475-20（2020年五月承認）は、
その証明にはなりません。 CPSC特別包装インデックス[7] が説明しているとおり、この任意規格は、チャイルドレジスタント包装を、クロージャーの種類と必要な開封動作によって分類
するものです。あるクラスに掲載されていることは、その包装が試験に合格したことを示すものではありません。「ASTM D3475-2024認証」が2026年に義務化されたとす
る新たな主張は、現在のASTMの掲載内容と一致しません。調達文書は、購入する構成そのものを対象とした§1700.20の報告書に基づいて作成してください。輸出向けプログラム
では、国際的な対応規格は、再封可能パックにはISO 8317:2015、再封不可の非医薬品パックにはISO 28862:2018です。どちらも型式承認のみを目的としています。

州規則：エディブル用包装で規制が分かれる点

カリフォルニア州は、エディブルが再封可能な包装の需要を押し上げる理由をよく示しています。同州の 4 CCR §17412[8]では、エディブル、経口摂取する濃縮物、坐剤の包装は
「製品の使用期間を通じてチャイルドレジスタント」でなければならないとされています。吸入製品と外用製品は、包装に「この包装は開封後はチャイルドレジスタントではありません」と
記載されていれば、最初の開封まで有効であればよいとされています。関連する規則では、エディブル用包装を不透明にすることも求めています。

オクラホマ州では需要が川上に移りました。2025年6月1日以降、 オクラホマ州医療用マリファナ局[9] は、非濃縮の医療用マリファナおよびフラワー系製品を、0.5グラムから3オ
ンスまでの事前包装済みの量で販売するよう義務付けています。その結果、封をしてラベルを貼った小売向けの完成パウチは、カウンターで充填されるのではなく、生産者が小ロットで発注
するようになっています。

ニューヨーク州は、サステナビリティとチャイルドレジスタント性を結び付けています。 9 NYCRR §128.4[10] は、消費者使用後の再生材（PCR）の含有率が25%を超え

https://www.ecfr.gov/current/title-16/chapter-II/subchapter-E/part-1700/section-1700.20
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/PPPA/Guide-to-Special-Packaging
https://www.cpsc.gov/Business--Manufacturing/Business-Education/Business-Guidance/PPPA/Special-Packaging-Index
https://www.law.cornell.edu/regulations/california/4-CCR-17412
https://oklahoma.gov/omma/businesses/pre-pack.html
https://www.law.cornell.edu/regulations/new-york/9-NYCRR-128.4


るといった取り組みを奨励しています。再利用される包装は、「チャイルドレジスタント性を損なうおそれのある」欠け、ひび割れ、その他の欠陥がないか点検しなければなりません。再生
材の使用は歓迎されますが、クロージャーの性能を犠牲にしてはなりません。

素材と形態の動向
フレキシブルパウチが、低価格帯・中価格帯のSKUで硬質容器に置き換わりつつあります。 Mordorが示すフレキシブルのCAGR 17.05%に対し、硬質のシェアは依然と
して支配的な67.15%です。転換は進んでいますが、プレミアム帯は引き続き硬質形態が占めています。チャイルドレジスタントのフレキシブルパウチは、輸送重量、印刷可能面積、単
価面の経済性で優位ですが、耐圧保護の面では劣ります。

再生材やプラスチック削減型の構造が、仕様書に入り始めています。 ニューヨーク州のPCRに関するガイダンスや、より広範なプラスチック削減計画により、ブランドはPCRやモノマ
テリアルフィルムの試験導入を進めています。実務上の問題は、新しいフィルム構造は新しい構成にあたり、§1700.20に基づく改めての評価が必要になる点です。

使いやすさ（アクセシビリティ）が設計要件になりつつあります。 学術誌 Age and Ageing[11] に掲載されたシステマティックレビューでは、研究全体で、高齢の参加者のおよ
そ2%から80%がチャイルドレジスタント容器を開けられなかったとされています。その結果、内容物を保護されていない容器に移し替えた人もいました。パウチでも同様の傾向が消費
者フォーラムで見られ、ハサミの使用や詰め替えの報告が頻繁にあります。高齢者のしきい値90%を余裕をもって満たすクロージャーと、パッケージ上の分かりやすい開け方の表示は、
「あれば望ましいもの」から、顧客を維持する要因へと変わりつつあります。

キャンディのようなグラフィックに代わり、控えめなビジュアルが主流になりつつあります。 キャンディのようなフレキシブル包装への連邦の注目、漫画調のイラストを禁じる州の規則、子
ども向けの食品に似た農薬パウチにチャイルドレジスタント対策を適用するEPAの規則は、いずれも同じ方向を向いています。エディブル用バッグのアートワークは、大人向けで医薬品ら
しい印象のグラフィックへと移りつつあります。

サプライヤー環境の変化
小ロットのデジタル印刷により、小規模ブランドも市場に参入しやすくなりました。 アナリストによれば、デジタル印刷機のおかげで、グラビア印刷よりはるかに少ない数量でも、規制に適
合したチャイルドレジスタントパウチが採算に乗るようになりました。これは、マイクロブランドや事前包装の義務化の影響を受ける生産者に適しています。トレードオフは、少量では単価
が上がる一方、大量になるほどグラビア印刷のほうが安くなる点です。

表示に対する取り締まりが、包装のマーケティングに追いつきつつあります。 2025年十一月のMJBizDailyの報道[12] によると、ワシントン州とコロラド州の規制当局は、ある包
装メーカーによるカビ防止などの機能表示を不当表示とみなし、製品回収や再印刷につながりました。バッグに印刷された「CPSC承認済み」や「ASTM認証済み」といった表示にも、
同じリスクがあります。構成ごとの§1700.20報告書を提示できるサプライヤーは、マーケティング用の証明書しか出せないサプライヤーより優位に立っています。

https://academic.oup.com/ageing/article/51/10/afac225/6770074
https://mjbizdaily.com/news/cannabis-packaging-firms-run-afoul-of/612922/


証拠書類の提示が、競争のポイントになりつつあります。 サプライヤーのページでは、しきい値の記載が依然として一貫していません。たとえば「大人の90%が1分以内に開封」や
「85%が10分以内」といった例がありますが、どちらも規則とは一致しません。バイヤーは、報告書番号、試験機関名、試験日、試験した構造を最初に求めるケースが増えています。明
確に回答できるサプライヤーは、商談期間を短縮できます。

市場シグナルを調達・予算計画に落とし込む方法
形態を選ぶ前に、すべての管轄区域を洗い出す。 販売先の州や国をすべて一覧にします。製品がエディブルかどうか、チャイルドレジスタント性を製品の使用期間を通じて維持す1.
る必要があるか、不透明性や特定の表示が求められるかを記録してください。カリフォルニア州のエディブルとオクラホマ州の事前包装品では、SKU計画が異なります。
SKU数ではなく、構成の数を数える。 §1700.20の結果が対象とするのは、バッグとクロージャーの一つの組み合わせです。予定しているサイズ、フィルム、ジッパー2.
を、できるだけ少ない数の異なる構成にまとめましょう。構成が増えるごとに、試験費用の項目とリードタイムの余裕が別途必要になります。
試験費用と変更管理は、単価とは別に予算化する。 第三者機関による子どもパネルと高齢者パネルは、バッグ単価に含まれていません。PCRフィルムへの切り替え、パウチの3.
サイズ変更、ジッパーのサプライヤー変更のたびに再評価が必要になるため、予備費を見込んでください。
印刷方式を数量の推移に合わせる。 発売時や、需要がまだ確認できていない事前包装SKUにはデジタル印刷を使い、安定して売れる商品は、数量が製版費に見合う段階でグラ4.
ビア印刷に移行します。
形容詞ではなく、証拠でサプライヤーを選別する。 構成ごとの報告書を求め、サプライヤーの主張や自社のアートワークから、「CPSC承認済み」や「チャイルドプルーフ」5.
といった表現を削除してください。
使いやすさとクレームに備える。 合否だけでなく高齢者パネルの結果も求め、開け方の説明を入れるアートワークのスペースを予算に含めます。これにより、ハサミで切って開け6.
る対処や、否定的なレビューが減ります。

構成が決まったら、サイズ設計、アートワークの視認性、サンプリング、受入検査といった詳細な作業については、次のページで解説しています： 平型チャイルドレジスタントジッパーパウ
チの製品ページ.

フレキシブルパウチとその他のチャイルドレジスタント形態の比較
この表は、予算を考えるうえで重要な要素で各形態を比較したものです。評価は定性的で、業界の公開ガイダンスを要約しています。実際の費用は見積もりを依頼してください。

形態 単価の相対水準 バリア性 耐圧保護 輸送重量 代表的な規制対象用途 市場の方向性
再封可能なCRフレキシブルパウチ 最も低い 高い（箔／メタライズ積層材） 低い 最も軽い グミ、低価格帯のフラワー、サプリメント 最も速い成長

CRキャップ付きガラスびん 高い 非常に高い（不活性） 高いが割れや
すい 最も重い プレミアムフラワー、濃縮物 安定したプレミアムのニッ

チ

https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-child-resistant-mylar-pouches.html
https://jp.zigpac.com/custom-plastic-bags/custom-child-resistant-mylar-pouches.html


形態 単価の相対水準 バリア性 耐圧保護 輸送重量 代表的な規制対象用途 市場の方向性
CRプラスチックボトル／ポップトップ 中程度 中程度 中程度 軽い カプセル、チンキ剤 安定
CR金属缶 中〜高 完全遮光 高い 中程度 ミント、小型エディブル ニッチ
CRカートンまたはブリスター 最も高い 内側ライナーなしでは低い 中程度 かさばる ギフトセット、単回用量のエディブル プレミアム／単回用量

バイヤーは各規格そのものを混同しがちです。それぞれの役割分担は次のとおりです。

参照 内容 特定のバッグが合格したことの証明になるか？ 適用範囲
16 CFR §1700.15 有効性のしきい値（85% / 80% / 90%） 合格ラインを定める 米国連邦。多くの州のカンナビス規則が引用
16 CFR §1700.20 子どもおよび高齢者パネルの試験方法 はい（試験した構成に限る） 米国連邦
ASTM D3475-20 開封動作による分類 いいえ 米国の任意の分類
ISO 8317:2015 再封可能CRの試験方法 型式承認のみ 国際／EUのバイヤー
ISO 28862:2018 再封不可・非医薬品CRの試験方法 型式承認のみ 国際向けの使い切りパック

FAQ
FAQ：チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場の予測は、どの程度信頼できますか？

予測は、正確な予算ではなく、方向性をつかむために使ってください。セグメント単位の推計（US$2.77B in 2025からUS$5.63B in 2035まで）とMordor
のカンナビス包装の数値は、フレキシブル形態が硬質形態の伸びを上回っている点で一致しています。ただし、公表されている他の予測では、成長率が数倍も食い違っています。社内で市場
規模を引用する際は、少なくとも二つの情報源とその手法を併記してください。

FAQ：「ASTM D3475認証済み」のバッグは適合していると言えますか？

それだけでは適合とは言えません。ASTM D3475-20は包装を開封動作によって分類するもので、認証は発行しません。適合の証拠となるのは、購入するバッグのサイズ、フィル
ム構造、クロージャーとまったく同じものを対象とした、16 CFR §1700.20の試験報告書です。

FAQ：多くの州で、エディブルがフラワーより厳しく規制されているのはなぜですか？

エディブルは通常の食品に見え、複数回に分けて食べるものも多くあります。たとえばカリフォルニア州では、エディブル用包装に製品の使用期間を通じたチャイルドレジスタント性を求め



る一方、吸入製品は警告文を印刷すれば最初の開封までで足りるとしています。この違いが、エディブルの需要で再封可能な形態が主流となっている理由です。

FAQ：再生フィルムや新しいサイズに切り替えても、合格した試験結果は引き継げますか？

引き継げないものと考えてください。§1700.20の結果は、試験した構成にのみ適用されます。フィルム構造（PCRの追加を含む）、パウチの寸法、ジッパーの種類、シール位置を
変更する場合は、改めての評価が必要です。ニューヨーク州の再利用に関する規則も同じ趣旨で、サステナビリティのための変更によってチャイルドレジスタント性が損なわれてはならない
としています。

FAQ：エグジットバッグや外装カートンで、チャイルドレジスタントの内側パウチを代用できますか？

PPPAの規制対象となる製品では代用できません。CPSCは、この要件を、物質に直接触れる一次包装に適用しています。エグジットバッグに関する州のカンナビス規則は州ごとに異な
るため、対象とする各州の最新の条文を確認してください。

FAQ：連邦の試験しきい値は変更される見込みですか？
十月時点で、2026, 16 CFR §1700.15は、引き続き、実演前の子どもに対する有効性として85%、実演後で80%、高齢者の使用有効性として90%を定めています。
最近の変更は、ニコチンパウチに関するFDAの2025年の声明のように、州や機関のガイダンスによるもので、連邦の新たな合格率によるものではありません。

重要なポイント
このセグメントは着実に成長していますが、爆発的ではありません。 — US$2.77B（2025年）からUS$5.63B（2035年）へ、CAGR 7.35%
(出典)
カンナビス包装では、フレキシブル形態が硬質形態を上回るペースで伸びています。 — フレキシブルのCAGR 17.05%、硬質のシェア 67.15%（2025年）
(出典)
連邦の合格ラインは固定されており、具体的です。 — 子どもに対する有効性は85% / 80%、高齢者の使用有効性は90% (出典)
試験は構成ごとに行われ、パネル方式です。 — 逐次試験ごとに、50 to 200人の子ども（月齢42–51か月） (出典)
事前包装の義務化により、バッグの需要は生産者へ移ります。 — オクラホマ州：0.5 gから3 ozまでの事前包装品、2025年6月1日以降 (出典)
使いやすさの不備は、保護機能を損ないます。 — 研究全体で、高齢者の2%から約80%がCR容器を開けられなかった (出典)

まとめ
チャイルドレジスタント再封可能エディブル用バッグ市場が拡大しているのは、エディブル規則が製品の使用期間を通じたチャイルドレジスタント性を求め、事前包装の義務化によっ
てSKUが増え、規制当局がキャンディのようなフレキシブル包装を厳しく見ているからです。これらの要因はいずれも、見積書に記載されたフィルム名には左右されません。重要なのは、
特定のバッグとクロージャーの構成が§1700.20のパネル試験に合格したか、そしてお客様が行うあらゆる変更の後も性能を維持しているかどうかです。構成単位で予算を組み、再試験
のための資金を確保し、「認証済み」といった文言ではなく文書化された証拠を求めるバイヤーは、慎重さに欠けるブランドが被った再印刷や製品回収を避けられるでしょう。試験済みの構
成の価格を検討する準備ができたら、まず当社の カスタム・チャイルドレジスタントMylarバッグ から始め、対象となる管轄区域と数量に基づく見積もりを依頼してください。
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